
九電工メガソーラー事業について 



設立日  １９４４年１２月１日 

資本金  ７９億１８８万円 

社員数  約６０００人 

       グループ計約８０００人 

会社概要 



業績（２０１３年度） 



営業種目（設計施工） 

空調・衛生設備 

配電線設備 

環境設備 

プラント設備 

情報通信設備 

電気設備 

防災設備 



海外拠点 

Malaysia Viet Nam Singapore Thailand Taiwan 

2012年 2012年 1970年 2013年 1985年 設立 

（2013年買収） 



関連事業 

ホテル事業 

ゴルフ場経営 

ベイサイドプレイス博多 

の運営 

遠隔医療画像 

診断支援サービス 

発電事業 



発電事業 



太陽光発電所 

○ 運開中発電所数  ３０ヵ所 

○ 発電設備容量    ４５ＭＷ 

○ 計画中発電所数 約５０ヵ所 

○ 総発電設備容量 ２５０ＭＷ 



南島原（１．５ＭＷ） 
出資持分３０％ 

諫早市（１ＭＷ） 
出資持分３０％ 

七ツ島（７０ＭＷ） 
出資持分５％ 

名石浜（１．５ＭＷ） 

唐津市神田（１ＭＷ） 
唐津市後川内（１ＭＷ） 

波多津（５００ｋＷ） 
肥前切木（１ＭＷ） 

武雄若木（１ＭＷ） 
武雄袴野（１．５ＭＷ） 

多久市（１．２５ＭＷ） 

みやき町（６９３ｋＷ） 

荒木町（１．２ＭＷ） 

嘉麻市（１ＭＷ） 

苅田町（２ＭＷ） 

中津犬丸（２ＭＷ） 

臼杵（１ＭＷ） 

旭志（２ＭＷ） 

菊陽（２ＭＷ） 

高鍋町上江（１ＭＷ） 
高鍋町持田（２ＭＷ） 

高崎町大牟田（１．５ＭＷ） 
都城市山田（２ＭＷ） 

宮崎市（１．２５ＭＷ） 

上西原（１ＭＷ） 

小林市（２ＭＷ） 

人吉市（１ＭＷ） 

長島（９００ｋＷ） 

福江港（２ＭＷ） 

志布志（５ＭＷ）出資持分７０％ 

宮城（２ＭＷ） 

左拡大図 



発電量の傾向 

太陽電池１ＭＷあたり 月別 月間発電量 
ＭＷｈ 

月 



太陽光発電の傾向分析 
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■ 計画発電量とは 

  ＮＥＤＯ ＳＴＥＰ－ＰＶにより算出した発電量 

■ 実績発電量とは 

  九電工メガソーラ発電所に設置された 

  売電メータの電力量から買電メータの電力量 

  を差し引いた電力量 
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太陽光発電の傾向分析 

日射計 



太陽光発電の傾向分析 

■ 日射の影響とは 

  実績日射量が計画日射量と異なることで 

  生じる発電量への影響 

 

■ 日射以外の影響とは 

  太陽光モジュールの性能・枚数・汚れ、 

  機器の性能、気象条件（温度・風速等）、 

  電力会社からの接続制限、 

  自然災害（台風・落雷等）による停止、 

  設備故障、経年劣化、安全率等の影響 
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日射以外 
の影響 



傾向分析の結果 
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気象庁日射量統計値の平年比（2013年～2014年） 

九州地方8月の日射量は 

平年値と比べ50%程度 

宮城県仙台市では平年比と比べて上振 



傾向分析の結果（日射の影響） 

当社全発電所 



傾向分析の結果（日射以外の影響） 

当社全発電所 



傾向分析の結果（日射の影響） 

メーカ別の比較 



傾向分析の結果（日射以外の影響） 

メーカ別の比較 



傾向分析の活用 

○ 新規事業計画での収益上積み 

○ 既計画予算の修正 

○ 得意先への提案営業 

○ 天候による影響度想定    



ご質問は、ｅ-ｍａｉｌでも 

isomoto@kyudenko.co.jp 


